
協働のまちづくりについて

○協働とは

○協働の必要性

○協働のまちづくりとは

　まちづくりを推進するために、市民等と市がそれぞれ果たすべき役割を自覚し、対等な
立場で、相互に補完しながら共に行動することをいいます。

　地方分権が進み、少子高齢化、情報化、国際化などの進展に伴い、地域社会や市民の
ニーズが多様化し、行政や市民個人で対応することが困難になっています。
　これからは、地域の実情に合った自治体運営が求められるようになり、自治体の主体性
のもとで、市民と共に考え、決定し、行動していく協働が必要となっています。

　市民・市民活動団体・事業者・行政が、お互いの理解と信頼のもとに、それぞれの社会
的な役割と責任を自覚し、自らができることを考えて、連携して地域の課題に対して取り
組んでいくことです。
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